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令和７年度 文化庁 Innovate MUSEUM 事業の助成を受け、和歌山県立近代美術館、全米日系人博物館など 

とともに、移民史・水産史・美術史をめぐる広域連携に取り組んでいます。 

実行委員会メンバーとして、９月には館山・南房総・和歌山・太地をめぐり、10 月にはモントレー・ロサン 

ゼルスを訪問し、調査・交流をおこないました。 

 

 

  

移民がつなぐ太平洋まるごと博物館 

 ～ 紀州と房州とカリフォルニア ～ 
 

   2 月 11 日（祝水）13:30-16:00  南総文化ホール 小ホール 参加無料 

明治期より太平洋をわたり、冷たい海で器械式潜水を導入し 

  活躍したアワビ海士と、画家らのつむぐ物語に耳を傾けよう。 

 

 

 

 

 

 

 第 90 回知恵袋講座    和歌山と千葉安房の歴史教育交流会      ＜ハイブリッド方式＞ 
   

 

 2 月 21 日（土）13:30～15:30 オンライン／豊津ホール（館山市宮城 192-2） 参加費無料  

   和歌山県歴史教育者協議会の現役教員は、この文化庁事業を通じてアメリカへの研修・現地調査に 

参加し、授業づくりをおこなっています。一方、千葉県歴史教育者協議会では当 NPO が安房支部活

動を担っています。移民と美術をテーマとして教育実践を共有し、共生社会のあり方について考える

とともに、広域的・国際的な視点へ広がる地域史教育について協議する機会です。 
 

全国の NPO 会員、千葉県歴教協会員も、オンライン参加で視聴できると同時に、 

会場での参加も可能です。Zoom ミーティング ID: 889 0774 7684  パスコード: 918089 
 

＜和歌山県歴史教育者協議会＞ 田城賢司、山口泰平、日野和樹、寺前駿 

＜安房文化遺産フォーラム＞  愛沢伸雄、池田恵美子、鈴木政和、山口正明 

主 催 ： 和歌山移民研究を軸とした国際交流事業実行委員会 

連携団体： 和歌山県立近代美術館、和歌山県太地町教育委員会 

NPO 法人安房文化遺産フォーラム、全米日系人博物館   

後 援 ： 南房総市、南房総市教育委員会、館山市、館山市教育委員会、 

南房総市観光協会、館山市観光協会、房日新聞社 

日系アメリカ人市民同盟モントレー半島支部  

＜登壇者＞ 

・大場俊雄（元千葉県水産試験場技師） 

・櫻井敬人（和歌山県太地町歴史資料室） 

・奥村一郎（和歌山県立近代美術館）  

・青木加苗（和歌山県立近代美術館） 

・愛沢伸雄（NPO 法人安房文化遺産フォーラム） 

・鈴木政和（NPO 法人安房文化遺産フォーラム） 

・山口正明（NPO 法人安房文化遺産フォーラム 

＜コーディネーター＞ 

・池田恵美子（NPO 法人安房文化遺産フォーラム） 

シンポジウム 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

舫
も や

う移民――紀州、房州、モントレーを結ぶ海の物語 

「舫い」とは、船をつなぎ留めることを指し、共同作業や協力をも意味する言葉です。 

その底流には人と人とのつながりや助け合いの精神が含まれます。 
 

…… 太平洋を渡ったアワビ海士
あ ま

たち …… 

 1897年、小谷源之助・仲治郎兄弟をリーダーとする房総アワビ漁師らは、千葉県安房地域から米国モント

レー地域へ渡りました。寒流のカリフォルニア海流でヘルメット型の器械式潜水を導入し、アワビ漁に成功し

ました。資産家A.M.アーレンとの共同事業で缶詰会社を興し、日本人排斥の機運が高まるなかでも特別に事業

継続が認められていました。風光明媚なコダニ・ゲストハウスには尾崎行雄や竹久夢二などの政治家や文人墨

客が滞在し、皇族らも立ち寄り、日米親善の架け橋となりました。源之助と姻戚にあたる小圃千浦（おばたちうら）

や、和歌山出身のヘンリー杉本などアメリカで活躍した日系人画家たちとも親交を深めています。 
 

戦争を経てこの歴史は忘れられていましたが、1994年、アメリカ社会に貢献した日本人として小谷源之助

が顕彰され、彼らが住んでいた土地はカリフォルニア州立自然保護区内で「コダニ・ビレッジ」と正式に命名

されました。日米の国旗とUSAの文字が染められた「万祝（まいわい）」という漁師の晴れ着は、房州とモントレー

の人々が育んだ友情の証として今も大切に残されています。 

 一方、和歌山県紀南地域からも多くの漁民が渡米し、

ロサンゼルスを中心に活躍したことが知られています。 
 

今回、日米の多様なミュージアムが協働し、移民史・ 

水産史・美術史をテーマに調査や交流がおこなわれまし

た。黒潮でつながる房総半島と紀伊半島、そして太平洋

をはさんで向かい合うモントレー半島の人々が、海を越

えてクロスオーバーし共生した姿が、生き生きと浮かび 

上がってきました。現代の交流につながる壮大な物語

を、展覧会とシンポジウムでお楽しみください。 潜水夫によるアワビ漁 



 

 

 

  

 展覧会    舫
もや

う移民―  

―紀州、房州、モントレーを結ぶ海の物語   

＊館山展   2 月 5 日（木）～ 15 日（日）  

千葉県南総文化ホールギャラリー 

10:00～16:00 休館:月曜  入場無料   

 

＊太地展   2 月 21 日（土）～ 3 月 8 日（日）  

和歌山県太地町立石垣記念館  入場無料 

9:00～16:30 休館:月火水、但し 2/23（月）は開館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館山展では、期間中の受付スタッフを

募集中！  午前/午後は 13:00交代で

お手伝いをお願いします。 可能な方は

事務局まで連絡をください。 



 Report      移民と美術をめぐるシンポジウム Vol. 4  

アンダーカレント（底流）：日本からカリフォルニアへ、共有する歴史をたどって 
 

 １月 18 日朝８時（アメリカ時間は 17 日 15 時）～、オンライン日米シンポジウムが開かれました。 

NPO から３名と、モントレーの学芸員や子孫らが登壇し、同時通訳で意義深い交流となりました。 

録画は日本語と英語の字幕つきで編集され、後日 YouTube で視聴できるのをお待ちください。 
 

 
 

 

 

  
 

セッション１：黒潮が繋ぐ歴史から 

・モデレーター：青木加苗（和歌山県立近代美術館学芸員） 

・池田恵美子（NPO 法人安房文化遺産フォーラム共同代表） 

 「太平洋を越えるエコミュージアムの市民活動」 

・山口正明（NPO 法人安房文化遺産フォーラム理事） 

 「モントレーで活躍したアワビダイバーのリーダー」 

・愛沢伸雄（NPO 法人安房文化遺産フォーラム共同代表） 

 「房総アワビ移民に関する調査研究の動向」 

・モデレーター：櫻井敬人（太地町教育委員会学芸員） 

・ティム・トーマス（日系アメリカ人市民同盟モントレー半島支部ヘリテージセンター学芸員） 

 「アワビの〝ア〟：モントレーへの道」 

・ラリー尾田（全米日系アメリカ人市民同盟会長・日経三世） 

 「モントレー湾の漁業における日本人たち」 

セッション２：映像と美術からファミリーヒストリーを掘り下げる 

・モデレーター：クリステン林（全米日系人博物館） 

・キミ小谷ヒル（小谷源之助と小圃千浦の孫、小圃の研究者） 

 「アートギャラリー：ポイントロボスの小谷ゲストハウス」 

・ジョン江崎（前全米日系人博物館アートディレクター・日系三世） 

 「アワビと家族の宝をもとめて——和歌山 / カリフォルニアのつながり」 

・エヴァン小谷（全米日系人博物館・小谷源之助の曾孫） 

 「四世のまなざし—太平洋を越えた 129 年」 
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【当面のガイドスケジュール】          ※NPO 会員はスタッフとして同行も大歓迎！ 

  3/8（日）10:00～12:00  パルシステム労働組合 8 名 座学・大房岬要塞群 

    3/28（土）10:30～17:00 千葉建築士会 40 名  座学・掩体壕・ハングル四面石塔・小原家住宅 

 

万祝 


